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                            平成２８年４月８日 

 

 沼田市長 横 山 公 一 様 

 

                       沼田市市民構想会議 

                        会長 小 幡   普 

 

「沼田市第六次総合計画」策定に係る意見・提言について 

 

 沼田市第六次総合計画の策定に当たり、下記の点について十分留意願いたく意見・

提言いたします。 

 この意見・提言が、本市の総合的なまちづくりの方針や施策の方向性を示す第六次

総合計画の策定の一助となることを要望いたします。 

 

記 

 

１ 保健・医療・福祉等に関すること。 

 (1) 高齢者や障がい者のために、移動しやすい道路、歩道の整備やスロープの設置、 

  移動手段の整備 

 (2) 高齢者のみならず、誰もが街なかに出て楽しめるまちづくりの整備 

 (3) 高齢者、弱者に対する地域の見守り・支援（見守り協力員）の充実 

 (4) 既存の高齢者福祉施設等の整備・充実と施設利用の周知 

(5) 子育て支援として、子育て支援センターや公園に隣接した児童館の設置、子ど

もが安心して遊べる遊び場としての公園の整備・充実 

 (6) 医療・福祉関係として、各病院及び各福祉施設のネットワーク化の整備促進 

 

２  防災・防犯・環境・交通安全等に関すること。 

 (1）防災・防犯について、消防団組織の整備・防災意識の高揚 

 (2）環境対策として、竹藪の問題があり、竹藪駆除及び竹の活用方法等について検 

  討、促進 

 (3）ごみ処理は重要な問題。循環利用としてどう活用するかについて検討 

 (4）景観形成について、沼田市としての特色を生かした継続性のある仕組みづくり 

  について検討 

 (5) 新エネルギー分野の促進 

 (6) 公共交通機関の充実（市内循環バスの運行等） 
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３ 教育・文化等に関すること。 

 (1) 教育・文化は重要なテーマ。教育水準の向上につながる具体的な施策を検討 

 (2) 幼稚園と保育園の一元化に向けた施設整備の推進 

 (3) 小・中学生に対するスクールバス運行の整備推進 

 (4) ふるさと納税を原資とした給付型奨学金の創設 

 (5) 郷科学習を推進 

 (6) 生涯学習推進体制を拡充 

 (7) 文化面におけるシンボルの検討（観光面でも有効） 

  (8) 学校施設の環境整備として、エアコンの設置及び通学路などの道路整備を推進 

 (9) 文化都市を目指して芸術文化の振興を図り、新しい波を起こすことを推進 

   (10)東京オリンピック・パラリンピック開催を契機としてスポーツ振興による地域 

  の活性化を推進 

(11) 多文化共生社会の形成を図るため、外国語教育の充実と案内標識等の外国語表

記の推進 

 

４ 都市基盤等に関すること。 

   (1) 通勤手当の非課税限度額の引き上げに伴うＵターン者対策、空き家対策、駅周 

  辺の駐車場の整備充実の検討 

 (2) 沼田公園や吹割の滝等の駐車場の整備 

 (3) 国道１２０号から老神温泉までの道路の整備促進 

 (4) グリーンベル２１を街なか活性化のシンボルとして整備 

 (5) 市内各地から沼田公園まで楽しく安心して歩けるような整備 

 (6) 幹線道路の整備を見据えた沿線の整備、道路網の整備 

 

５ 農林業・商工業・観光等に関すること。 

 (1) 農産物の６次産業化の推進 

 (2) 観光と連携した農産物のブランド化の推進 

 (3) 農業規模の拡大による企業的な経営の検討 

 (4) 農家数の減少に伴う広域的な組織づくりの検討 

 (5) 望郷の湯やしゃくなげの湯等の農産物直売所の整備 

 (6) 農業後継者の育成 

 (7) インターネット販売等による販路拡大の検討 

 (8) 観光農園（センター）として１箇所に集約し、全国にＰＲする方法の検討 

 (9) 「農業の地域内一貫経営」の検討 
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 (10)荒廃が進んでいる森林の整備 

 (11)林業従事者の育成 

 (12)観光面における滞在施設の整備 

 (13)沼田公園や吹割の滝等の駐車場の整備（再掲） 

 (14)観光都市として沼田公園を段階的に整備。城門の設置や城堀の再現・整備 

  （※ 天守閣の建設については、賛否両論あり。） 

 (15)河岸段丘の景観を生かした「道の駅・白沢」の整備 

 (16)河岸段丘の整備と観光ＰＲの推進 

 (17)幹線道路の整備を見据えた沿線の整備（再掲） 

 

６ 行財政運営・コミュニティ・男女共同・市民協働等に関すること。 

 (1) 市民活動を行う場として、公共施設空きスペースの有効活用を検討 

 (2) ボランティア活動の充実、インセンティブ（行動を促す動機付け）を持たせる 

   方法の検討 

 (3) 「選択と集中」による行財政運営 

 (4) 利根沼田の各自治体間の連携及び事業所間、住民間の連携支援 

 (5) 情報発信の有効手段であるホームページの整備・充実 

 (6) ボランティア活動等について、行政と民間をマッチングできるシステム等の検 

  討 

 (7) 多様性を確保し、共同していく地域づくりの検討 

 (8) 方針、計画策定を実現していくための地域住民への周知と合意形成の検討 

 (9) 各事業間における相互連携 

 (10)コミュニティの充実、町おこしの一つとして設置するカフェコミュニティ等の 

運営支援について検討 

 (11)一人暮らし高齢者等の自殺率の低下を図るため、誰もが集まることができる場 

  所の設置 

 (12)男女共同参画社会を推進するため、市における管理職への女性登用の推進 

 (13)市民サービスの向上を図るため、住民票写し等のコンビニ店交付の検討 

 (14)公共施設維持管理計画の策定の推進 

 

【添付書類】 

 ○ 沼田市市民構想会議会議概要（第７回から第１０回まで） 

 ○ 沼田市市民構想会議委員名簿 


